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( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　銅とマンガンとニッケルとの合金により構成される薄膜センサであって、前記銅の組成

が８７．４から８７．８重量％であり、前記マンガンの組成が８．７５から９．６重量％

であり、前記ニッケルの組成が３．０から３．４５重量％であることを特徴とする薄膜セ

ンサ。

【請求項２】

　クロムと金との合金により構成される薄膜センサであって、前記クロムの組成が３．０

重量％以上４．４重量％以下であり、残部が金であって、任意の直交軸に対して一方向の

長さと幅の比が、他方向の長さと幅の比と同じであることを特徴とする薄膜センサ。

【請求項３】

　請求項１または２に記載の薄膜センサにおいて、被測定対象物とセンサとの間に形成さ

れる絶縁膜が窒化物であることを特徴とする薄膜センサ。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】

本発明は薄膜センサ、特に温度変化及び歪みによる影響の小さい薄膜センサの改良に関す

る。

【０００２】

【従来の技術】
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従 来 よ り 、 し ゅ う 動 部 の 圧 力 測 定 等 の 目 的 で 薄 膜 セ ン サ が 使 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な 薄

膜 セ ン サ は 、 セ ン サ 膜 を 真 空 蒸 着 あ る い は ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 に よ り 、 し ゅ う 動 部 表 面 に

直 接 形 成 し て 測 定 を 行 う た め 、 セ ン サ の 取 付 に よ る し ゅ う 動 面 へ の 影 響 が 少 な い と い う 特

徴 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

こ の よ う な 薄 膜 セ ン サ の 例 が ト ラ イ ボ ロ ジ ス ト 第 ４ ３ 巻 第 ７ 号 （ １ ９ ９ ８ ） ６ １ １ ～ ６ １

７ に 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

し か し 、 上 記 従 来 の 薄 膜 セ ン サ で は 、 圧 力 測 定 時 に 、 温 度 変 化 あ る い は 薄 膜 セ ン サ に 加 わ

る 歪 み に よ り 測 定 圧 力 に 誤 差 が 生 じ る と い う 問 題 が あ っ た 。 こ の た め 、 た と え ば エ ン ジ ン

の 主 軸 受 部 等 の 高 温 か つ 大 き な 歪 み の 発 生 す る 部 位 の 圧 力 測 定 を 行 う 場 合 に は 、 従 来 の 薄

膜 セ ン サ で は 性 能 が 不 十 分 で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 温 度 変 化 あ る い は 歪

み に よ る 影 響 を 除 去 で き 、 圧 力 の み の 測 定 を 可 能 と す る 薄 膜 セ ン サ を 提 供 す る こ と に あ る

。

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 銅 と マ ン ガ ン と ニ ッ ケ ル と の 合 金 に よ り 構 成 さ れ

る 薄 膜 セ ン サ で あ っ て 、 銅 の 組 成 が ８ ７ ． ４ か ら ８ ７ ． ８ 重 量 ％ で あ り 、 マ ン ガ ン の 組 成

が ８ ． ７ ５ か ら ９ ． ６ 重 量 ％ で あ り 、 ニ ッ ケ ル の 組 成 が ３ ． ０ か ら ３ ． ４ ５ 重 量 ％ で あ る

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 ク ロ ム と 金 と の 合 金 に よ り 構 成 さ れ る 薄 膜 セ ン サ で あ っ て 、 ク ロ ム の 組 成 が ３ ．

０ 重 量 ％ 以 上 ４ ． ４ 重 量 ％ 以 下 で あ り 、 残 部 が 金 で あ っ て 、 任 意 の 直 交 軸 に 対 し て 一 方 向

の 長 さ と 幅 の 比 が 、 他 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 と 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 ク ロ ム と 金 と の 合 金 に よ り 構 成 さ れ る 薄 膜 セ ン サ で あ っ て 、 縦 方 向 の ゲ ー ジ 率 と

横 方 向 の ゲ ー ジ 率 が と も に ± ０ ． ３ 以 内 で あ る こ と が 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

ま た 、 上 記 薄 膜 セ ン サ に お い て 、 被 測 定 対 象 物 と セ ン サ と の 間 に 形 成 さ れ る 絶 縁 膜 が 窒 化

物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 実 施 形 態 と い う ） を 、 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に は 、 銅 （ Ｃ ｕ ） と マ ン ガ ン （ Ｍ ｎ ） と ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） と の 合 金 に

よ り 構 成 さ れ た 薄 膜 セ ン サ に つ い て 、 銅 、 マ ン ガ ン 、 ニ ッ ケ ル の 組 成 比 を 種 々 変 化 さ せ た

場 合 の 、 ５ ０ ℃ に お け る 抵 抗 を 基 準 と す る 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 の 測 定 結 果 が 示 さ れ る

。 す な わ ち 、 図 １ （ ｂ ） の （ １ ） ～ （ ６ ） の 組 成 割 合 （ 重 量 ％ ） の 合 金 を 使 用 し た 薄 膜 セ

ン サ の 抵 抗 変 化 率 が 、 図 １ （ ａ ） の （ １ ） ～ （ ６ ） の 直 線 で そ れ ぞ れ 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

な お 、 測 定 に 使 用 し た 薄 膜 セ ン サ の 形 状 は 円 形 で あ り 、 測 定 圧 力 は １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ る 。

た だ し 、 温 度 感 度 、 圧 力 感 度 は セ ン サ の 形 状 に ほ と ん ど 依 存 し な い の で 、 円 形 以 外 の 形 状

で あ っ て も 結 果 に は 大 き な 相 違 は 生 じ な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

圧 力 測 定 用 の 薄 膜 セ ン サ と し て は 、 測 定 結 果 が 温 度 変 化 に 影 響 さ れ な い こ と が 望 ま し く 、

図 １ （ ａ ） の 破 線 で 示 さ れ る よ う に 、 温 度 の 変 化 に 対 し て 抵 抗 変 化 率 が ０ の 線 に 特 性 が 近

い ほ ど よ い 。 図 １ （ ａ ） か ら わ か る よ う に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 さ れ た 合 金 組 成 の う ち （ １ ）
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、 （ ３ ） 、 （ ４ ） に 対 応 す る も の は 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 が 大 き す ぎ て 、 薄 膜 セ ン サ の

材 料 と し て は 適 さ な い 。 こ れ ら に 対 し て 、 合 金 組 成 が （ ６ ） の も の は 、 図 １ （ ａ ） に 示 さ

れ た 破 線 す な わ ち 温 度 変 化 に 対 し て 抵 抗 変 化 率 が な い 場 合 に 極 め て 近 く 、 薄 膜 セ ン サ の 材

料 と し て 好 適 で あ る こ と が わ か る 。 さ ら に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 さ れ た 合 金 組 成 の う ち （ ２ ）

お よ び （ ５ ） の も の は 、 図 １ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 が 、 １ ０

０ ℃ に お い て １ ． ０ （ Ω ／ Ω ） × １ ０
- 3

前 後 と な っ て い る 。 抵 抗 変 化 率 の 値 と し て は 、 ±

１ ． ５ （ Ω ／ Ω ） × １ ０
- 3

以 内 と す る の が 望 ま し い の で 、 薄 膜 セ ン サ の 材 料 と し て は 、 合

金 組 成 が （ ２ ） の も の か ら （ ５ ） の も の の 間 で あ る こ と が 好 適 と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

以 上 よ り 、 薄 膜 セ ン サ の 材 料 と し て 、 銅 と マ ン ガ ン と ニ ッ ケ ル と の 合 金 を 使 用 す る 場 合 に

は 、 そ の 組 成 が 図 １ （ ｂ ） に 示 さ れ た （ ２ ） と （ ５ ） と の 間 、 す な わ ち 、 銅 の 組 成 が ８ ７

． ４ か ら ８ ７ ． ８ 重 量 ％ で あ り 、 マ ン ガ ン の 組 成 が ８ ． ７ ５ か ら ９ ． ６ 重 量 ％ で あ り 、 ニ

ッ ケ ル の 組 成 が ３ ． ０ か ら ３ ． ４ ５ 重 量 ％ の 間 で あ る の が 好 適 で あ る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

図 ２ に は 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） と 金 （ Ａ ｕ ） と の 合 金 に よ り 構 成 さ れ た 薄 膜 セ ン サ に つ い て 、

ク ロ ム の 含 有 量 を 種 々 変 化 さ せ た 場 合 の 、 ５ ０ ℃ に お け る 抵 抗 を 基 準 と す る 温 度 に 対 す る

抵 抗 変 化 率 の 測 定 結 果 が 示 さ れ る 。 図 ２ に お い て 、 使 用 し た ク ロ ム 、 金 合 金 中 の ク ロ ム 含

有 量 は 、 ３ ． ０ 重 量 ％ 、 ３ ． ６ 重 量 ％ 、 ３ ． ８ 重 量 ％ 、 ４ ． ４ 重 量 ％ 、 ５ ． ７ 重 量 ％ で あ

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

図 １ （ ａ ） で も 述 べ た と お り 、 圧 力 測 定 用 の 薄 膜 セ ン サ と し て は 、 測 定 結 果 が 温 度 変 化 に

影 響 さ れ な い こ と が 望 ま し く 、 図 ２ で 言 え ば ク ロ ム 含 有 量 ３ ． ６ 重 量 ％ が 最 も 好 適 と い え

る 。 た だ し 、 ク ロ ム 含 有 量 が ５ ． ７ 重 量 ％ の も の を 除 け ば 、 い ず れ の も の も 温 度 に 対 す る

抵 抗 変 化 率 が １ ０ ０ ℃ に お い て ± １ ． ５ （ Ω ／ Ω ） × １ ０
- 3

以 内 と な っ て い る の で 、 薄 膜

セ ン サ の 材 料 と し て 使 用 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 ク ロ ム の 組 成 が ３ ． ０ 重 量 ％ 以 上 ４ ．

４ 重 量 ％ 以 下 で あ る ク ロ ム 、 金 合 金 が 薄 膜 セ ン サ の 材 料 と し て 好 適 と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

次 に 、 図 ３ に 示 さ れ た 形 状 の 薄 膜 セ ン サ に よ り 、 圧 力 測 定 値 に 及 ぼ す 歪 み の 影 響 に つ い て

説 明 す る 。 図 ３ に お い て は 、 薄 膜 セ ン サ は ２ 種 類 の 材 料 Ａ ， Ｂ で そ れ ぞ れ 直 線 状 の セ ン サ

を 形 成 し 、 お 互 い を ９ ０ ° の 方 向 に 位 置 す る よ う に 配 置 し て あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

ま た 、 図 ３ に 示 さ れ た 薄 膜 セ ン サ の う ち 、 材 料 Ａ で 形 成 し た 部 分 お よ び 材 料 Ｂ で 形 成 し た

部 分 に つ い て の 特 性 値 は 、 以 下 の と お り で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

【 数 １ 】
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な お 、 以 後 材 料 Ａ に よ り 形 成 さ れ た 薄 膜 セ ン サ を Ｘ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ と い い 、 材 料 Ｂ で 形

成 さ れ た 薄 膜 セ ン サ を Ｙ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ と い う 。 Ｙ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ の ゲ ー ジ 率 す な わ

ち 歪 み に よ る 抵 抗 変 化 を Ｋ ｓ ｌ （ （ Ω ／ Ω ） ／ ε ） 、 Ｘ 方 向 の ゲ ー ジ 率 を Ｋ ｓ ｗ （ （ Ω ／

Ω ） ／ ε ） と し 、 ε を 薄 膜 セ ン サ に か か る 歪 み の 大 き さ と す る と 、 こ れ ら の ゲ ー ジ 率 は そ

れ ぞ れ 以 下 の よ う に 表 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

【 数 ２ 】

こ こ で 、 一 般 に Ｒ ＝ ρ ・ （ ｌ ／ Ｓ ） ＝ ρ ・ （ ｌ ／ ｗ ｔ ） と な る 。 な お 、 Ｓ は 各 薄 膜 セ ン サ

の 断 面 積 で あ る 。 こ の 式 を 上 述 し た Ｙ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ の ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｌ お よ び Ｘ 方 向 の
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薄 膜 セ ン サ の ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｗ に そ れ ぞ れ 代 入 す る と 各 ゲ ー ジ 率 の 式 は 以 下 の と お り と な る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

【 数 ３ 】

こ こ で 、 Ｘ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ お よ び Ｙ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ の 材 料 を 適 宜 選 択 し 、 Ｋ ｓ ｌ ＝ ０

、 Ｋ ｓ ｗ ＝ ０ と で き れ ば 、 図 ３ に 示 さ れ た 薄 膜 セ ン サ に ど の 方 向 か ら 歪 み が 加 わ っ て も 、

歪 み の 影 響 の な い 圧 力 セ ン サ を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

上 記 の よ う な 条 件 を 完 全 に は 実 現 で き な い と し て も 、 Ｙ 方 向 の 薄 膜 セ ン サ お よ び Ｘ 方 向 の

薄 膜 セ ン サ の ゲ ー ジ 率 を 同 じ に す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 薄 膜 セ ン サ に 生 じ る 歪 み の 影 響 を 同 じ

に で き る の で 、 相 互 に キ ャ ン セ ル す る こ と に よ り 薄 膜 セ ン サ に 加 わ る 歪 み に よ る 抵 抗 変 化

を 補 正 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

一 般 的 に 、 薄 膜 セ ン サ を 形 成 す る 場 合 に は 、 図 ３ に 示 さ れ た Ｙ 方 向 お よ び Ｘ 方 向 に つ い て

同 じ 材 料 を 使 用 す る の で 、 上 記 Ｋ ｓ ｌ 、 Ｋ ｓ ｗ の 式 に 以 下 の 条 件 を 代 入 で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

【 数 ４ 】

ま た 、 そ れ ぞ れ の 薄 膜 セ ン サ の 厚 さ を 同 じ と し た 上 で 、 Ｙ 方 向 お よ び Ｘ 方 向 に つ い て 、 そ

れ ぞ れ 長 さ と 幅 の 比 を 同 じ に す る と 、 上 記 Ｋ ｓ ｌ 、 Ｋ ｓ ｗ の 式 に は 以 下 の 条 件 も 代 入 で き

る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 数 ５ 】
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こ れ に よ り 、 Ｋ ｓ ｌ 、 Ｋ ｓ ｗ は 以 下 の と お り と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 数 ６ 】

以 上 よ り 、 薄 膜 セ ン サ の Ｘ 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 お よ び Ｙ 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 を 同 じ に す れ

ば 、 薄 膜 セ ン サ の Ｙ 方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｌ と Ｘ 方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｗ と を 同 じ 値 と す る こ と が

で き る 。 こ れ は 、 薄 膜 セ ン サ の 形 状 を 、 任 意 の 直 交 軸 に 対 し て 一 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 が 、

他 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 と 同 じ に な る よ う に す れ ば 、 そ れ ぞ れ の 軸 方 向 の ゲ ー ジ 率 を 互 い に

同 じ 値 と す る こ と が で き る こ と を 意 味 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に は 、 上 述 し た 薄 膜 セ ン サ の 形 状 の 影 響 を 調 べ る た め の ２ 種 類 の 形 状

パ タ ー ン が 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ４ （ ａ ） に は 、 任 意 の 直 交 軸 に 対 し て 一 方 向 の 長 さ と

幅 の 比 が 、 他 方 向 の 長 さ と 幅 の 比 と 異 な る 例 （ 以 下 、 単 線 パ タ ー ン と い う ） が 示 さ れ 、 図

４ （ ｂ ） に は 両 方 の 比 が 同 じ で あ る 例 （ 以 下 一 周 パ タ ー ン と い う ） が そ れ ぞ れ 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

ま た 、 表 １ に は 、 図 ４ に 示 さ れ た 薄 膜 セ ン サ の 形 状 に 対 す る ゲ ー ジ 率 の 測 定 結 果 が 示 さ れ

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

【 表 １ 】
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な お 、 上 記 表 １ に は 、 薄 膜 セ ン サ の 材 料 と し て 使 用 し た 金 、 ク ロ ム 合 金 の ク ロ ム 含 有 量 を

３ 種 類 選 び 、 そ れ ぞ れ の ク ロ ム 含 有 量 毎 の 両 パ タ ー ン に お け る ゲ ー ジ 率 が 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ロ ム 含 有 量 が ３ ． ０ 重 量 ％ お よ び ３ ． ６ 重 量 ％ の 場 合 で は 、 Ｙ

方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｌ お よ び Ｘ 方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｗ の い ず れ に お い て も 単 線 パ タ ー ン に 対 し

て 一 周 パ タ ー ン の 値 が 大 幅 に 小 さ く な っ て い る 。 す な わ ち 、 ク ロ ム 含 有 量 が ３ ． ０ 重 量 ％

お よ び ３ ． ６ 重 量 ％ の 場 合 に は 、 単 線 パ タ ー ン で は 、 ほ と ん ど の 場 合 ゲ ー ジ 率 が ± ０ ． ３

よ り 大 き い 値 で あ る の に 対 し 、 一 周 パ タ ー ン の 場 合 に は い ず れ も ± ０ ． ３ 以 内 と な っ て い

る （ ０ ． ３ を 大 き く 下 回 っ て い る ） 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

ま た 、 一 周 パ タ ー ン に お い て は 、 Ｙ 方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｌ と Ｘ 方 向 ゲ ー ジ 率 Ｋ ｓ ｗ の 値 が ほ

ぼ 同 じ 値 と な っ て お り 、 上 述 し た よ う に 薄 膜 セ ン サ に 加 わ る 歪 み に よ る 抵 抗 変 化 を 高 精 度

に 補 正 す る こ と も 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

図 ５ に は 、 被 測 定 対 象 物 が 導 電 体 の 場 合 の 被 測 定 対 象 物 上 に 薄 膜 セ ン サ を 形 成 し た 場 合 の

例 が 示 さ れ る 。 図 ５ に お い て 、 被 測 定 対 象 物 １ ０ の 上 に 形 成 さ れ た 薄 膜 セ ン サ １ ４ は 、 絶

縁 膜 １ ２ に よ り 全 体 が 覆 わ れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 被 測 定 対 象 物 １ ０ と 薄 膜 セ

ン サ １ ４ と の 間 を 絶 縁 し つ つ 圧 力 測 定 を 行 う 。 な お 、 被 測 定 物 が 絶 縁 体 の 場 合 に は 、 絶 縁

膜 １ ２ を 使 用 す る 必 要 は な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

ま た 、 上 記 絶 縁 膜 １ ２ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 薄 膜 セ ン サ １ ４ 全 体 を 覆 っ て い る の で

、 薄 膜 セ ン サ １ ４ の 保 護 膜 と し て も 機 能 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

こ の よ う な 絶 縁 膜 １ ２ と し て は 、 従 来 Ａ ｌ 2 Ｏ 3 等 の 酸 化 物 が 使 用 さ れ て い た が 、 本 発 明 者

ら は 、 こ の 絶 縁 膜 １ ２ の 材 料 と し て Ｓ ｉ 3 Ｎ 4 等 の 窒 化 物 を 使 用 す る こ と が 好 適 で あ る こ と

を 見 い だ し た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

図 ６ に は 、 上 記 絶 縁 膜 １ ２ と し て 酸 化 物 を 使 用 し た 場 合 と 窒 化 物 を 使 用 し た 場 合 と に お け

る 薄 膜 セ ン サ １ ４ の 温 度 変 化 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 が 示 さ れ る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 絶

縁 膜 １ ２ の 材 料 と し て 酸 化 物 を 使 用 し た 場 合 に は 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 が ８ ． ３ ～ １ ２

． ７ × １ ０
- 6

（ （ Ω ／ Ω ） ／ ℃ ） で あ っ た の に 対 し 、 窒 化 物 を 使 用 し た 場 合 に は ６ ． ７ ～

９ ． ７ × １ ０
- 6

（ （ Ω ／ Ω ） ／ ℃ ） と な っ た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

こ の よ う に 、 絶 縁 膜 １ ２ の 材 料 と し て 窒 化 物 を 使 用 し た 場 合 に は 酸 化 物 を 使 用 し た 場 合 に
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比 べ 単 位 温 度 あ た り の 圧 力 誤 差 値 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 絶 縁 膜 １ ２ の

材 料 に は 窒 化 物 が 好 適 で あ る こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

【 発 明 の 効 果 】

以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 薄 膜 セ ン サ の 材 料 と し て 銅 、 マ ン ガ ン 、 ニ ッ ケ ル

合 金 あ る い は ク ロ ム 、 金 合 金 を 使 用 し 、 そ れ ぞ れ の 組 成 を 適 宜 調 整 す る こ と に よ り 、 単 位

温 度 あ た り の 圧 力 誤 差 値 を 小 さ く で き 、 薄 膜 セ ン サ の 性 能 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

ま た 、 薄 膜 セ ン サ の 形 状 を 、 任 意 の 直 交 軸 に 対 し て 長 さ と 幅 の 比 が 一 定 と な る よ う に 調 整

す る こ と に よ り 、 縦 方 向 お よ び 横 方 向 の ゲ ー ジ 率 を 小 さ く で き る と と も に 、 縦 方 向 、 横 方

向 の ゲ ー ジ 率 の 値 を ほ ぼ 同 じ 値 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

ま た 、 絶 縁 膜 と し て 窒 化 物 を 使 用 す る こ と に よ り 、 薄 膜 セ ン サ の 圧 力 誤 差 値 を 小 さ く す る

こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 　 銅 、 マ ン ガ ン 、 ニ ッ ケ ル 合 金 を 材 料 と す る 薄 膜 セ ン サ の 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化

率 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 　 ク ロ ム 、 金 合 金 を 材 料 と す る 薄 膜 セ ン サ の 温 度 に 対 す る 抵 抗 変 化 率 を 示 す 図 で

あ る 。

【 図 ３ 】 　 Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 に 互 い に 直 交 す る よ う に 直 線 状 の 薄 膜 セ ン サ を 形 成 し た 例 を 示

す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 　 薄 膜 セ ン サ の 形 状 の パ タ ー ン の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 　 被 測 定 対 象 物 上 に 薄 膜 セ ン サ を 形 成 し た 場 合 の 例 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 　 絶 縁 膜 と し て 酸 化 物 お よ び 窒 化 物 を 使 用 し た 場 合 の 温 度 に 対 す る 抵 抗 率 変 化 を

示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

１ ０ 　 被 測 定 対 象 物 、 １ ２ 　 絶 縁 膜 、 １ ４ 　 薄 膜 セ ン サ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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